
◀愛車の前で交流を図る参加者

市観光協会と株式会社デイトナが運営する、ライダーに走
る楽しさを届けながら地域活性化を図るプロジェクト「朝活
カフェ in 御前崎」が２月15日、道の駅風のマルシェ御前崎
で開催され、400台のバイクが集結しました。
道の駅の広場にはこだわりがつまったバイクがずらりと並
び、ライダー同士の交流が図られました。

朝活カフェin御前崎を開催
ライダーが道の駅風のマルシェ御前崎に集結2
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◀共に宣言した下村市長と久保田掛川市長㊥と太田森町長㊨

市と掛川市、森町は、共に広域 DX を推進していくこと
を３月３日、３首長合同記者会見で宣言しました。

行政区を越えてデジタル技術を最大限に活用し、住民の
Well-Beingを実現することが目的です。「くらしに寄り添う」、

「ともに活かす、ともに高める」をキーワードに、隣り合う +
自治体同士だからこそ可能な県内初の連携に取り組みます。

「広域DX推進宣言」を発表
3市町共同で住民のWell-Beingを実現3
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◀同協会との協定締結は県内５例目で中西部初

市と全国キッチンカー事業振興協会は２月19日、「災害時
におけるキッチンカーによる炊き出しの実施等に関する協
定」を締結しました。

災害発生時、避難所で温かい食事や物資の提供を受けるこ
とができます。下村市長は「温かい食事は心細い被災時の中
で落ち着く時間となるはずです」と協定締結を喜びました。

全国キッチンカー事業振興協会と協定締結
災害時に食料提供などを支援2
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◀完成を記念して掛川市境付近でテープカットをする参加者

平成２年から整備が始まった国道150号の市内４車線化が
完成し、３月14日に全線開通しました。同日、完成報告会が
道の駅風のマルシェ御前崎で開かれました。

報告会には、袋井土木事務所や市などの関係者や工事施工
業者のほか、合戸地区の町内会長と児童も参加し、４車線化
の完成を祝いました。

国道150号の市内４車線化が完成
36年にわたる道路整備が完了3
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◀下村市長は「災害時の衛生問題解決につながる」と話しました。

市とベクセス株式会社は２月25日、「災害時における仮設
トイレの提供に関する協定」を締結しました。

災害発生時、同社が保有する仮設トイレと使用にあたり必
要な備品の提供を受けることができます。同社の横山哲郎代
表取締役社長は「過去の災害から被災者の苦労を聞いている。
少しでも力になれたら」と話しました。

ベクセス株式会社と協定締結
災害時にトイレなどの設備設置を支援2
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◀協定書とマイボトルを持つ吉村教育長と同社の福嶋友宣取締役東海支社長

市教育委員会とウォータースタンド株式会社は２月16日、
「熱中症対策及び SDGs 教育の推進に向けた協定」を締結し
ました。

これにより、市内の全小中学校に給水設備が設置されます。
また、２者の連携により、児童や生徒にマイボトル活動など
を推進していきます。

ウォータースタンド株式会社と協定締結
熱中症対策とSDGs教育を推進2
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◀津波から逃げるために津波避難ビルに避難する住民

夜間の発生を想定した津波避難訓練が３月７日、市内沿岸
地域で実施されました。

夜間訓練では、避難にかかる時間や経路の明るさなどを
確認。佐倉一区では、49人の参加者が懐中電灯を片手に、同
地区で津波避難ビルに指定されているビジネスホテル「サン
シャイン浜岡」まで避難しました。

夜間に津波避難訓練を実施
災害に備える3
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◀動画撮影のコツをレクチャーする長島代表取締役

市創業支援セミナー「伸び続ける SNS は理由がある！フォ
ロワー10万人超インフルエンサーが語る SNS 戦略とは？」
が２月26日、観光物産会館なぶら館で開催されました。

講師を務めたのは Instagram アカウント「静岡散歩日記」
を運営する株式会社 sunny promotion の長島晴希代表取締
役。55人が参加し、SNS 運用のノウハウなどを学びました。

SNS運用セミナーを開催
フォロワー10万人超インフルエンサーから学ぶ2
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